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ご略歴
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門脇 一彦 様

國學院大學経済学部経営学科兼任講師、MBA、博士（経営学）
所属学会：日本経営学会、日本情報経営学会、企業研究フォーラム

・ダイキン工業にて基礎研究及び、空調製品の開発業務に従事。
その後、技術管理及び業務プロセス改革に長年従事して、ITを
活用した業務効率化ナレッジマネジメントを実践。

・2015年より、ダイキン工業電子システム事業部にてコンサルタント
業務に従事。改革業務で蓄積した事例やノウハウを移転して、ITを
活用したソリューション提案を実践。製造業を中心とした、顧客の
業務改革を支援。

・工場管理と情報システム、技術伝承と育成、ナレッジマネジメント、
などを研究。

國學院大學 経済学部 講師
ダイキン工業
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業務シナリオとは？ IVRA-Nextから

★業務の流れをまとまった単位で切り出した

業務シナリオを活用する。いわゆるシナリオとは、

演劇や小説における筋書きである。シナリオには

作者が存在し、作者の意図によって記述された

ものではあるが、その内容は現実に存在するもの

存在しそうなもので構成されている。

3

IVRA-Next
Ｐ１４参照
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業務シナリオ 超入門
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AS-IS
現時点でのあるがままの姿

TO-BE
こうあるべき、こうでなければいけない

✓ 役者
✓ 活動
✓ モノ
✓ 情報
✓ データ
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各ＷＧの発表の流れ

•発表時間は各ＷＧ２０分です。

•大まかな流れは、以下の様になります。
✓現状課題と目指す姿

✓実証実験シナリオ

✓システムの構成

✓実証実験の結果

✓成果と今後の課題

•各ＷＧの見どころ、押さえどころはムービーにて紹介し
ます。

• ヒト/コト/データ/情報を16チャートをして説明する場
合があります。詳しくは次ページで紹介します。
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スマートシンキングとEROTサイクル

System

Exploration 

問題発見

TO-BE

モデル
System

Recognition

問題共有

CAN-BE 

モデル

System

Orchestration

課題設定

System 

Transformation

課題解決

ｽﾃｰｼﾞ 1

ｽﾃｰｼﾞ 2

ｽﾃｰｼﾞ 4

ｽﾃｰｼﾞ 3

AS-IS 

モデル

CAN-DO

モデル

どのようになれたか
どうやっているのか

どうあって
欲しいのかどのようにできるのか
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業務シナリオ合同WG発表 セッションテーマ
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データ共有が奏でる未来の世界
Future world that data sharing Opens up

可視化が創る効率生産
Efficient production Organized by visualization

AI装い現場改革
On-site reform accompanied by AI

デジタルで操る匠の職場
Takumi's workplace that digitally is Operated

操

装

奏

創

セッション

A

セッション

B

セッション

C

セッション

D

これ以降は、セッションAについてのご説明です
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匠ってなんでしょう

匠 （たくみ）

【広辞苑】

手先や道具を使って工作物や建造物を作る職人。

転じて

体に染み付いた技能（スキル）を駆使して、製造（もの
つくり）を実行する人 Craftman（クラフトマン）
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技能・技術・機械システム
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技術
(人の外に蓄積可能)

技能
(人の中に存在)

機械
システム

•転化（理論化、形式知化、指標化）

•機械化
•システム化

•新しい技能
•使いこなし暗黙知

生産への直接的行為
（生産技術）

生産手段・方法
（開発技術）

メジャー（組織的）
生産効率、標準化、人材育成

ロードMAP

技術企画ゲンバ

標準 JIS/ISO等

標準展開・定着

関連規程を柱の
活動に紐付け

技能は“ヒト”の中に存在し、技術は“ヒト”の外で集積される
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デジタルで操る匠の技
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技能（スキル）を、文章・写真などのアナログデータで蓄積し知識化（技術）するのではなく
デジタルデータとして技能（スキル）をキャプチャリングし、情報化する
その情報を、機械、設備、ロボットまたは、若手技能者に展開し再生（転写）することである



(C) 2020. Industrial Value Chain Initiative

匠の技のデジタル化
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さっと拭き上げろ 送り100mm/secで拭く

グリスを米粒くらいで塗布 グリスを10ピコリットル塗布

炉が夕日のように赤く 炉の温度が320℃になったら

腰を入れて“ぐっ”っと 重心を50mm下げて

匠

IoT・AI時代の匠の技のデジタル化とは
★安価で高性能なセンサーを活用して、匠の技を計量値化する
★計量値化した匠の技を、AIなどを活用してその意味を理解する
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業務シナリオWGタイトル 参加企業

5E04
品質保証に関する
データ取引ビジネスモデルの開発

ジェイテクト ほか

5A02
PoCから堅実実装へ、成功への階段
～溶接検査の自動化～

CKD ほか

5C04
人作業のデジタル化によるロボットへの
置き換えの簡易化・効率化

パナソニック ほか

5A03
素材製造ラインにおける品質向上／
シリンダーヘッド(鋳造)編

三菱電機 ほか

5C05 ５Gを睨んだAGVシステムの開発 マツダ ほか

セッションAのWGタイトル

1212


